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2……災害時要援護者支援制度、災害情報の入手方法
3……高額医療・高額介護合算療養費制度、国津の杜の行事
4……2月の相談、まちづくり仕掛け人

　地域経営室　  63‐7484

▼「広報なばり」は新聞折り込みで配付しています。また、公民館や図書館などの公共施設、郵便局、スーパーおよびコンビニ（協力店）などに置いてあります。そのほかの入手方法は、
広報対話室（ 63‐7402）へお問い合せください。　▼「広報なばり」の発行と主な内容を電子メールでお知らせします。詳しくは市のホームページをご覧ください。

　スタートして１年が経ち、１日 40
人～ 50 人が来てくれています。参加
料は 100 円。こだわりのコーヒーは、
「おいしい」と評判なんですよ。スタッ
フにも交通費程度の報酬を支払い、運
営が継続できるようにしています。
　散歩の途中で立ち寄ってくれる常
連の人もいて、「こんなことしたら」
と意見をもらい、次のアイデアが生まれることもあります。多くの人
にサロンを知ってもらい、交流が広がっていけばと思います。

　ここへ来ればだれかに会える。気軽にお茶を飲みながらおしゃ
べりしたい ―。そんな居心地のいい交流スペースを地域の中に作
ろうという取組みが、いくつかの地域づくり組織で進められてい

ます。今号では、地域福祉の視点から、そして、コミュニティビ
ジネスにもつながるかもしれない、つつじが丘・春日丘自治協議
会のコミュニティサロンの取組みをご紹介します。

ほっとするする
居心地いい場所居心地いい場所

　スタッフ募集の回覧を見て、わたし
たちにもできそうとスタート時から参
加しています。今は、月２回の午前中
の３時間がわたしたちの担当です。家
では夫と二人暮らし。時間もあるし、
できる範囲で地域の役に立ちたいと
思っています。
　多くの人が来てくれた日は、忙しさ

が楽しくて、生きがいと働きがいが持てます。何より、ここに来ると
色んな年代の人と話ができ、本当に勉強になるんですよ。
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スタッフの森田 紀子さん（右）、
片山 サエコさん（左）

サロン事業 運営委員会
委員長　冨

とみひさ

久 宗夫さん

サロンを多くの人に知ってほしい楽しくて、生きがいにつながります


